
▷トークイベント ※いずれも入場無料、事前申込不要。

アーティストトーク
日時｜10月12日［日］ 14:00～15:30

出演｜菅木志雄（現代造形作家）

聞き手｜柏木智雄（横浜美術館主席学芸員）

会場｜横浜市民ギャラリー4階アトリエ

――――

「今日の作家展」をめぐって
日時｜10月18日［土］ 13:30～15:00

出演｜逢坂恵理子（横浜美術館 館長）

会場｜横浜市民ギャラリー4階アトリエ

――――

漫画家親子対談  ヒサクニヒコ×久正人
日時｜10月19日［日］ 14:00～15:30

出演｜ヒサクニヒコ（漫画家・イラストレーター）、

　　  久正人（漫画家）

聞き手｜山内康裕（マンガナイト代表）

会場｜横浜市民ギャラリー4階アトリエ

横浜市民ギャラリークロニクル1964―2014

2014年10月10日［金］～10月29日［水］  10:00～18:00（入場は17:30まで）  ※初日は11:00～

横浜市民ギャラリー   入場無料　※会期中無休

1｜村上善男  《Ｒ気団 76-7》  1976年  アクリル、コラージュ、キャンバス  194×130cm

2｜斎藤義重  《ボウパンC・青》  1971年  合成樹脂、アルミ版  72.3×60.3cm

3｜柳原良平  《開港記念会館》  1978年  ポスターカラー、紙  102.5×72.4cm

4｜五十嵐英壽  《氷川丸再就航》  1953年  ゼラチンシルバープリント  31.8×47.7cm

5｜岩田栄之助  《終戦後の横浜港》  1947年  油彩、キャンバス  64×79cm

6｜岡本太郎  《まひる》  1963年  油彩、キャンバス  91×73cm

7｜吉仲太造  《大いなる遺産》1963-65年  コラージュ、新聞紙、パネル  182×227cm

8｜菅木志雄  《Spreading Wood ’86》  1986年  木、自然石  440×240×42.5cm

9｜靉嘔  《レインボーホールNo.2》  1991年  シルクスクリーン  60.4×60.4cm

1964年の開設以来、市民をはじめ多くの人たちに広く親しまれてきた横浜市民ギャラリーは、新しい施

設に移転する2014年に50周年を迎えました。

市民ギャラリーでは、これまで多岐にわたる展覧会をおこない、美術を多面的に探る試みを展開してき

ました。開設時から40年にわたって開催した現代美術展「今日の作家展」（1964～2006年）をはじめ、横浜

にゆかりのある作家の個展や、上海・オデッサ（ウクライナ）・コンスタンツァ（ルーマニア）といった海外の

姉妹友好都市との交流展などの展覧会を通じて収蔵してきた作品は、1,300点におよびます。

本展では、絵画・写真・漫画などの所蔵作品およそ150点と、これまで開催してきた事業の記録や関連資

料を展示し、市民ギャラリーの50年の軌跡を紹介します。

本展を通して、1960年代以降の日本の現代美術を取り巻く環境や表現の変容、戦後から現在にいたる

横浜の移り変わりをたどりながら、時代を超えた作品の魅力や作家の活動、市民と共にある創造都市横

浜のいまに迫ります。

▶毎週末のトークイベントは必聴！
当館収蔵作家や「今日の作家展」の開催委員だっ

た方 を々お迎えして、毎週末トークイベントを開催

します。思い出話と共に当時の状況を振り返り、

現在へつながる活動についてお話をうかがいます。

▶横浜の歴史を絵画や写真でたどります
横浜の美術界を牽引してきた作家の作品を中心に、戦後

から1980年代までの横浜を描いたり写したりした絵画、版

画、写真を展示します。それぞれの視点からとらえられた

風景、人、物など、横浜の様々なシーンを紹介します。関連

展示「ワタシノヨコハマ」では市民のみなさんから募集した

横浜のスナップ写真を展示します。

▶伝説の「今日の作家展」を作品と資料でご紹介
1964年から40年にわたり開催した「今日の作家

展」は、美術評論家が気鋭の現代作家の表現を

様々な角度から紹介し、日本の現代美術のひと

つの流れを示した展覧会です。作品と貴重な映

像資料、関係者の証言からこの展覧会を振り返り

ます。

▶著名漫画家、イラストレーターが描いた横浜を特集展示
1978年に開催された「ヨコハマ漫画フェスティバル」。赤塚不

二夫、やなせたかし、ちばてつや、柳原良平、ヒサクニヒコ

などの漫画家やイラストレーターがオリジナリティあふれる

タッチで描きだした横浜の絵画約40点を展示します。

予告｜開館記念展／関連イベント

横浜市民ギャラリーと美術―東アジアのアートシーン
日時｜10月26日［日］ 14:00～15:30

出演｜小倉正史（美術評論家）

会場｜横浜市民ギャラリー4階アトリエ
――――

学芸員によるギャラリートーク
横浜市民ギャラリーの50年の歩みを、
会場を巡りながら紹介します。
日時｜10月13日［月・祝］、10月25日［土］ 14:00～14:40

会場｜横浜市民ギャラリー展示室

▷親子向けワークショップ
アート・ハット
子どもから大人まで自由に参加できるアートな
帽子づくりのワークショップ
日時｜10月11日［土］、13日［月・祝］、17日［金］、24日［金］、25日［土］  

　　  13:30～16:30

会場｜横浜市民ギャラリー4階アトリエ
※参加無料、事前申込不要。

市民に親しまれて50年。新ギャラリー始動！ 収蔵作品でたどる美術とヨコハマ

［みどころ］ 
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表紙写真：takanori ogawa

ART YOKOHAMA

2014年10月10日  新ギャラリー開館！
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2014／10／10～2014／10／29
B1F／1F／2F／3F／4F
開館記念展「横浜市民ギャラリークロ
ニクル1964-2014」

横浜市民ギャラリー
1964年に開館した横浜市民ギャラリー

の50年の軌跡を約150点の所蔵品を中

心に紹介します。また、ギャラリー開設

時から現在までの横浜を写したスナッ

プ写真を募集し、展覧会にあわせて

展示します。
――――

2014／11／4～2014／11／16
B1F／1F／2F／3F

第70回記念　ハマ展
横浜美術協会
絵画（洋画・日本画・水彩・版画）、彫刻立

体、写真の20号以上50号以下の作品約

670点を展示します
――――

2014／11／18～2014／11／24
B1F／1F／2F／3F

第61回春陽会神奈川研究会
春陽会神奈川研究会
油彩、水彩、版画を含む70名で約180

点～200点展示します
――――

2014／11／25～2014／12／1
3F

横浜美術学院・え塾展
横浜美術学院／え塾
油彩、水彩、アクリル、日本画、

デッサン等150号以下の作品約130点
――――

2014／11／25～2014／12／1
2FA

現代ルネッサンス美術展
現代ルネッサンス美術会
油彩、アクリル、パステル、水彩　

約100点
――――

2014／11／25～2014／12／1
2FB

第18回丘遊展
丘遊会
油彩画を主として、水彩画、パステル

画を含む130号～10号（小作品）約60点

を展示します
――――

2014／11／25～2014／12／1
1F

ニッコールクラブ  
創立20周年記念写真展
ニッコールクラブ横浜ズーミング支部
カラ写真半切サイズ額装60～70点
――――

2014／11／25～2014／12／1
B1F

第26回雨聲会  横浜展

雨聲会横浜支部
書の作品展示、子供の半紙作品30点

大作（2×8判）、半切など20～30点の予定
――――

2014／12／3～2014／12／8
B1F／1F／2F／3F

第54回神奈川県女流美術家協会展
神奈川県女流美術家協会
油彩画を中心に水彩画、日本画、版画、

立体等20号以上150号以下　

約250点を展示します
――――

2014／12／10～2014／12／14
B1F／1F／2F／3F

神奈川県高等学校総合文化祭  
第51回高等学校書道展
高校書道展
授業・クラブ活動・学校行事で制作さ

れた「書」の作品
――――

2014／12／16～2014／12／22
3F

第2回水彩連盟神奈川支部展
水彩連盟神奈川支部
水彩画P20号からF150号までの作品約

70点を展示します
――――

2014／12／16～2014／12／22
2FB

写団“夢”写真展
写団「夢」
写真半切30点と2L版18点を展示する
――――

2014／12／16～2014／12／22
1F

第39回ハマグルッペ展
ハマグルッペ
写真を主として油彩画、水墨画他50点
――――

2014／12／16～2014／12／22
2FA

神奈川県警察職員美術展
一般財団法人神奈川県警友会
警察職員が余暇活動を利用して制作

した絵画・写真・書道及び手工芸を公

開展示して、県民の警察に対する理解

を得る事を目的として開催します
――――

2014／12／23～2014／12／28
2F／3F

第39回横浜四大学連合写真展
横浜四大学写真連合
写真約500点展示します
――――

2014／12／23～2014／12／28
B1F／1F

神奈川県高等学校総合文化祭　
第41回高校生写真展
神奈川県高等学校文化連盟写真専

門部
県内高校生写真部の作品展示
――――

2015／1／6～2015／1／12
1F

面匠会能面展
面匠会
能面を約60点展示します
――――

2015／1／13～2015／1／18
3F

フォト’15
フォト展実行委員会
横浜市を中心とした約15団体による写

真展。参加者約250名　出品点数約

500点
――――

2015／1／13～2015／1／18
2F

第45回記念彩象展
彩象美術協会
日本画、油彩画、水彩画作品（10号以

上150号以下）約140点を展示します
――――

2015／1／13～2015／1／18
1F

第23回横浜彫塑研究会  彫刻展
横浜彫塑研究会
彫塑による彫刻作品（テラコッタ・石膏・

FRP等）約30点とデッサン・クロッキー約

20点の展示
――――

2015／1／13～2015／1／18
B1F

第2回赫土展（主催  土曜会）
土曜会
絵画展覧会
――――

2015／1／21～2015／1／26
B1F／1F／2F／3F

横浜市立学校総合文化祭　
小学校児童書写展、中学校書写展
横浜市教育委員会事務局  指導部
指導企画課
横浜市立小・中学校児童生徒の書写

作品
――――

2015／1／28～2015／2／2
B1F／1F／2F／3F

第63回書作展
横浜書作協会
書作品の漢字とかな及び篆刻・刻字を

展示します。240cm×60cmが300点弱、

それより小さいものが400点程の予定

〒220-0031  

横浜市西区宮崎町26-1

TEL 045-315-2828 

FAX 045-315-3033
（9／1～10／9は10:00～17:00、土・日・祝 休館、

10／10～は10:00～18:00（入場は17:30まで）、

毎月第3月曜日、年末年始休館）

http://ycag.yafjp.org/

      @ycag1964
※10／10開館まで施設の見学・利用はできません

［交通案内］
電車｜JR・市営地下鉄「桜木町」駅より徒歩10分
　　  京急「日ノ出町」駅より徒歩8分
バス｜市営バス「戸部一丁目」「野毛坂」より徒歩2分
駐車場｜有料、先着予約制  
　　　  予約専用TEL 045-315-4440

新ギャラリーの開館にむけて
横浜市民ギャラリーは、1964年に桜木町駅近くにあった旧中区役所の

空きビルを改装して開設されました。その後1974年に関内の教育文化

センターに移り、このたび、旧いせやま会館を改装して2014年10月10日に

新ギャラリーとしてオープンします。ちょうど開館50年の節目となります。

横浜市民ギャラリーの50年の歴史を振り返ると紙面が足りなくなりますが、

市民の発表の場としての“市民ギャラリー”という名称と活動を全国的に

した功績が一番でしょう。

現在の横浜の美術事情は、横浜美術館があり、横浜トリエンナーレという国際展覧会が3年に一度開催

され、横浜市民ギャラリーあざみ野、黄金町エリアマネジメントセンター、BankART Studio NYKもあり、

そして130近い民間ギャラリーもあるという賑やかな状況です。横浜市民ギャラリーは、やはり市民が行

動的になって、積極的になって、自分の内面に向かい合ってもらうような機会と場を提供する、という使

命に変わりはありません。まだ50年。100年ギャラリーをめざして再スタートです。

館長　三ツ山一志

ヨコハマトリエンナーレ2014 
「華氏451の芸術：世界の中心には忘却の海がある」

2014年8月1日［金］～11月3日［月・祝］  10:00～18:00（入場は閉場の30分前まで） 
※月1回土曜日（8／9、9／13、10／11、11／1）は20:00まで開場

横浜美術館、新港ピア（新港ふ頭展示施設）

休場日｜第1・3木曜日（8／7、8／21、9／4、9／18、10／2、10／16）

料金｜一般1,800円、大学・専門学校生1,200円、高校生800   

その他連携セット券、券売情報はHPで

3年に一度横浜で開催される現代アートの国際展。アーティスティック・ディレクター

に美術家の森村泰昌氏を迎え、19か国から65組79名の作家による美術作品を2つ

の序章と11の挿話からなる本のような構成で紹介します。

［お問合せ］
ハローダイヤル｜03-5777-8600  050-5541-8600（8:00～22:00）

ヨコハマトリエンナーレ2014公式ウェブサイト  http://www.yokohamatriennale.jp

▷大人のためのアトリエ講座
オープンスタジオ「人体を描く」
新しいアトリエで制作をしてみませんか。この講座では、初日
と最終日に講師が来館し、指導・講評をおこないます。はじめ
ての方も安心してご参加ください。
講師｜塩谷亮（画家）　
日時｜すべて木曜   各日14:00～16:30
①2014年12月11日  人体クロッキー等　※講師による指導・講評あり

②2014年12月25日  人体クロッキー（5・10・20分ポーズ）

③2015年1月8日  固定ポーズ  ④2015年1月22日  固定ポーズ
⑤2015年2月12日  固定ポーズ 
⑥2015年2月26日  固定ポーズ  ※講師による指導・講評あり
※②～⑤は、講師による指導はありません。

対象｜18歳以上の方　定員｜20名　参加費｜9,000円（全6回分）　
画材｜鉛筆・木炭・パステル等のデッサン道具（油絵具以外）、
クロッキー帳、固定ポーズ用の紙（木炭紙大程度）
※各自でご用意ください。カルトン（画板）、イーゼルは無料貸出。

申込期間｜2014年10月13日［月・祝］～11月13日［木］（必着）

▷教養講座「ハマゼミ」
「ポートレート」にまつわる体験
「ポートレート」を「作品」として発表することについて、
写真家の具体的な体験をもとにお話しします。
講師｜田代一倫（写真家）
日時｜2015年2月11日［水・祝］ 14:00～16:00　
対象｜15歳以上　定員｜50名（要申込、応募多数の場合抽選）　
参加費｜500円　

申込期間｜2014年10月13日［月・祝］～2015年1月28日［水］（必着）

――――

中島千波講演会（仮題）
作家の制作活動や作品についてお話しします。
講師｜中島千波（日本画家）
日時｜2015年3月15日［日］ 14:00～16:00
対象｜15歳以上　定員｜50名（要申込、応募多数の場合抽選）　
参加費｜500円　　
申込期間｜2014年10月13日［月・祝］～2015年2月28日［土］（必着）

▷ハマキッズ・アートクラブ
館長とつくろう「スチロールでアートしよう！」
スチロールを材料にして、
虫や動物など好きなものをつくりましょう。
講師｜三ツ山一志（横浜市民ギャラリー館長）
日時｜2015年1月17日［土］ 13:30～15:30 　対象｜小学校4年～6年生
定員｜20名（要申込、応募多数の場合抽選）　参加費｜1,500円（材料費込）

申込期間｜2014年10月13日［月・祝］～12月20日［土］（必着）

――――

館長とつくろう「スーパーカーをつくろう」
木でできた台車にいろいろなものをくっつけて、
オリジナルのスーパーカーをつくりましょう。
講師｜三ツ山一志（横浜市民ギャラリー館長）
日時｜2015年2月21日［土］ 13:30～15:30　対象｜小学校1年～3年生
定員｜20名（要申込、応募多数の場合抽選）　参加費｜1,500円（材料費込）

申込期間｜2014年10月13日［月・祝］～2015年2月7日［土］（必着）

――――

館長とつくろう「トートバッグにお絵描きしよう！
―親子の活動」
トートバッグにアクリル絵の具で自由にお絵描きして、
世界に1つのマイバッグをつくりましょう。
講師｜三ツ山一志（横浜市民ギャラリー館長）
日時｜2015年3月21日［土］ 10:30～12:00
対象｜幼稚園年少から年長に相当するお子さんと保護者
定員｜親子20組（要申込、応募多数の場合抽選）
参加費｜バッグ1点につき1,500円（材料費込）
申込期間｜2014年10月13日［月・祝］～2015年3月7日［土］（必着）

横浜wo発掘suru vol.5
山口勝弘展―水の変容
2014年10月18日［土］～11月9日［日］  10:00～18:00    休館日｜10月27日［月］

横浜市民ギャラリーあざみ野  展示室1・2
入場料｜一般100円（高校生以下、障がい者手帳をお持ちの方および介添者1名は無料）

※10月26日［日］は「アートフォーラム・フェスティバル2014」開催につき入場無料

横浜の芸術資源としての作品やアーティストを紹介するシリーズ展「横浜wo発掘suru」。

今回はメディアアートの先駆者・山口勝弘の個展を開催します。山口が長年にわた

り継続的に制作モチーフとしてきた「水」をテーマとし、近作の映像や絵画作品を中

心にご紹介します。

［お問合せ］
〒225-0012  横浜市青葉区あざみ野南1-17-3  
アートフォーラムあざみ野内

TEL 045-910-5656   FAX 045-910-5674   http://artazamino.jp/　

予告｜講座告知開館特集｜ 情報｜横浜市民ギャラリー展覧会スケジュール  2014年10月～2015年1月

横浜市民ギャラリー｜アクセス・施設案内

｜展覧会ピックアップ

※主催者の都合により会期が変更になることがあります。

いよいよ講座開講。参加者大募集！
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編集発行｜横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団）

発行日｜2014年10月1日
デザイン｜ten pieces

©Yokohama Civic Art Gallery 2014

山口勝弘  《三陸レクイエム》  ドローイング  2011年

［申込方法］
10月13日から受付けます。
お申込みは、〈往復はがき〉または〈ホームページの申込みフォーム〉または〈直接来館〉にて受付けます。
必要事項｜①希望の講座名  ②氏名（ふりがな）  ③年齢か学年  ④郵便番号・住所  ⑤電話番号
〈往復はがき〉必要事項を明記のうえ、郵送ください。〒220-0031 横浜市西区宮先町26-1 横浜市民ギャラリー
〈ホームページ〉当館ホームページの申込みフォームからお申込みください。
〈直接来館〉当館4階事務室へお越しください。

※親子と、きょうだいで対象年齢が該当する場合は、連名でお申込みいただけます。  ※複数の講座に申込む場合は、別々にお申込みください。
※抽選結果は、申込み締切後、全員に「返信はがき」または「メール」でお知らせします。締切日を1週間過ぎても返信がない場合はお問合せください。
※定員に達していない場合は、講座開催日の前日まで、電話での申込みを受付けます（先着順）。
※参加費は、講座当日（大人のためのアトリエ講座は初日）にお支払いください。
※定員が実施可能な人数に満たない場合は、開講を見合わせる場合があります。
※申込みの際に提供された個人情報は、申込みされた事業にのみ利用し、その他の目的で利用することはありません。

［展示室・アトリエ貸出のご案内］
横浜市民ギャラリーでは展示室やアトリエを皆様にお貸し出ししています。
作品発表や創作の場として、新しい展示室とアトリエを利用してみませんか？
どちらの施設も初めてご利用になる場合は利用登録が必要です（アトリエは個人登録可）。申込方法や詳細について

はホームページおよび冊子「ご利用の手引き」をご覧いただくか、お問い合わせください。

［展示室］
展示室は地下1階から3階までで、2階・3階は2分割できます。展示可能

なジャンルは絵画・版画・写真などの平面作品、彫刻などの立体作品、

木工・陶芸などの手工芸作品、服飾などのデザイン作品、玩具などの創

作作品です。10名以上の美術団体やグループの発表の場としてご利用く

ださい。会期は火曜日から翌月曜日の7日間（準備と片付けを含む）です。

［アトリエ］
アトリエは4階にあります。グループや個人の美術の創作活動の場と

して、また美術講座の開催の場としてご利用いただけます。水場とモデ

ル用の着替え室が設置されています。

柳原良平さんは、1931年に東京都に生まれ、現在横浜市に在住しています。港と船をこよなく愛する柳原さんが横浜

に転居された1964年は、偶然にも横浜市民ギャラリーが開設された年でもあります。画家、漫画家、イラストレーター

として活躍する一方で、「横浜市民と港を結びつける会」という市民団体を設立し横浜海洋科学博物館（現在の帆船日

本丸・横浜みなと博物館）の存続を支援する活動をおこなったり、帆船日本丸の誘致運動に携わるなど、横浜の文化振

興に貢献され、1977年に横浜文化賞を受賞されました。《横浜ドックのカンカン虫》は、造船所・横浜船渠（ドック）で、

カンカン帽をかぶりカンカン音をたてながら作業する工

員・カンカン虫を描いた作品で、1978年に大通り公園完成

を記念して開催した「ヨコハマ漫画フェスティバル」に出品

されました。開館記念展では、柳原さんをはじめとする

イラストレーターや漫画家がこのフェスティバルに出品し

た作品約４０点を展示します。また会場内では、柳原さん

にお聞きした、転居された当時の横浜の風景や、作品に

ついてのお話しを紹介します。
柳原良平  《横浜ドックのカンカン虫》  1978年  ポスターカラー、紙  72.6×102.9cm

横浜市民ギャラリーゆかりの作家たち vol.1   ▷▷▷   柳原良平（やなぎはら・りょうへい）
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photo: takanori ogawa
「椿の街」より　

2010年韓国、木浦
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